
 

   

『ケンカ』 

院長メモ 
 

私はあまり素行の良い子供ではなかった。小学校

の時は徒党を組んでしょっちゅう悪さをしていた

し、親もこのまま地元に置いておいてはろくな事

にならないだろうと考えたのか中学からは仙台へ

のいわゆる越境入学となった。 

 

令和３年１２月２８日（２０２１） 第０１０２号 

当時よくみられた越境入学は親が子供により良い教育を受けさせることが目的だっ

たらしいが、私の両親の想いは多少違ったとこにあったのだろう。 

私はと言えば全学年で３００人位の地元の小さい小学校から、仙台郊外（現泉市）の

新興住宅地の１学年で１クラス５０人×１０クラス程のいわゆるマンモス校に突然

放り込まれたことになる。地元でお山の大将であった私は、田舎から出てきたとばか

にされたくないという気持ちが強く（当時は仙台も充分田舎だったのだが子供にはわ

からない）何となくクラスで強そうなやつとか、威張っているように見えるやつ（要

は気にくわないやつ）を放課後一人ずつ学校の裏に呼び出しては、物も言わずに殴り

付けたりしていた。（いわゆる不良です。）そんな時事件が起こった。普段から私に時々

ちょっかいを掛けていたＴ君という小太りの男の子がいて月曜朝の体育館での全校

朝礼の帰りに私に何か言ってきたので、いつものこともありここぞとばかりに私は彼

に飛び掛かり、馬乗りになって殴りつけた。彼はほとんど抵抗しないで泣きわめいて

いたので、あの生意気なやつにしては他愛もないやつと思っていたが、どうも何かが

変だった。騒ぎの後、私は担任に呼ばれ私が飛び掛かった相手は双子のおとなしい弟

の方であったことが判明した。一通りの説教の後、担任に学校近くの診療所に連れて

行かれ相手の親に謝らされた。相手の親にとってはおそらく無礼な謝り方であったに

違いない、と今頃になって恐縮してみるがもう遅い。またその日の午後たまたま仙台

に出張で来ていた父親が学校に呼び出されたようで、放課後に担任から二度目の説教

を受けた後学校で父親に引き渡された。私の父も結構いい加減な人だったので、私を

たいして怒りもせず帰りの車の中で「お前は何処に行って相手に謝ったんだ？」と聞

く。「○○○○がいか
．．．

というとこだっけ」と私が言うと「バカ、それはげか
．．

（外科）

というんだ」その時、私は初めて外科という言葉を知った。 

そんなこともあって、クラスメートは次第に私に距離を置くようになり、替わりにマ

ンモス校には当時必ずみられた学校で問題行動を引き起こす仲間が私に声を掛ける

ようになってきた。特に付き合うことは無かったのだが、ある日Ｓ君（中学生のくせ

に首に細い金色のチェーンを付けていた）が言った。「髙橋、今日昼休み屋上に来て

みろよ、面白いもの見せてやるから。」行かないとまた面倒だと思い昼食後学校の屋

上に行ってみた。私の知らない子がＳ君の他２・３人の不良に囲まれ、鼻血を出しな

がらうずくまっていた。私はいたたまれない気持ちになり、殴られた子をそのまま保

健室に連れていった。                        （裏面へ） 
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嫌なものを見た、と思った。自分のやっていることがいかに酷く、子供じみていて意

味の無いものだったのかと思った。暴力や力を他人に誇示するのは何かが違うし、何

より卑怯なことであることを漠然とだが理解した。私は今でも何かと権力とか肩書き

をかさにきたような物言いには本能的に反発することが多く時々家内に注意される

が、それはこの事件がきっかけになったように思う。そんなことがあってから、私は

ごく普通の中学生となり勉強をするようになり、学年が進むにつれて他人とぶつかる

ことも無くなった。数人の親友を得ることもできたこともあって、その後は悪い仲間

と言葉を交わすことも無いまま高校へ進んだ。 
 

高２のある雨の土曜日。仙台の電力ビル前（当時）でバスを待っていると「あれっ！

おめえ髙橋じゃね？」と派手なジャンバーを着た男が近づいてきた。見ると首に細い

金色のチェーンネックレスをしている。あっＳ君だ。とすぐに分かった。彼は「久し

ぶり、元気だったか？」「髙橋は今はどこの高校に行ってんの？俺はあのままこっちの

業界に入ってさ～」と笑いながら一方的に私に話し掛けた。思ったより人懐こい顔だ

ったし、どこか懐かしい声だった。そうこうしているうちにバスが来て彼との話はそ

れだけとなった。その年の正月、中学の卒業アルバムの住所録からでも調べたのだろ

うか思いがけなく彼から年賀状が届いた。「この前は久しぶりに会えて懐かしかった

よ。髙橋にはまっすぐ広い道が続いている。オレには曲がりくねった細い道しかない。

またな。」という意味合いの文面だった、と思う。（この年賀状も既に失くしてしまっ

た）その後、何十年振りに仙台駅前で開かれた中学の同級会で、宮城県警に務めてい

た同級生がＳ君の話をしていた。聞くともなく耳を傾けるとＳ君は高校を中退した

後、何回か刑務所を出入りしていたらしいが、今はどうしているか分らずじまいだっ

たようだ。 
 

あの時Ｓ君がどんな気持ちで年賀状という形式で私に便りを寄越したのか今もわか

らない。ただ、Ｓ君も私もまだ世の中の事もよくわからない多感な時代をともに同じ

中学で過ごしたことだけは事実である。 

日 月 火 水 木 金 土 

      ① 

② ③ ４ ５ ６ ７ ８ 

⑨ ⑩ １１ １２ １３ １４ １５ 

⑯ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

㉓ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

㉚ ３１  

 ※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

202２年１月 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 

午前診療 

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 

 

  １２月３０日（木）～１月３日（月） 
1/4(火)より通常通り診療いたします 


